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A. 研究目的 
本研究では、一般住民におけるCSS有病率

とその関連因子を明らかにする。また、東洋
医学体質の項目とCSS重症度（CSI５段階の
分類）との関連性を明らかにし、CSSの代替
医療の可能性を検討することを目的とした。 
 
B. 研究方法 
横断研究デザインを用いて、2019年4月か

ら2020年3月に栃木県宇都宮市市民及び壬
生町町民の健康診断を受診した39，152人に
対してアンケートを配布した。本人の同意
を得た場合アンケートを回答し、収集した。
アンケート回収24,189人のうち、年齢、性別
およびCentral Sensitivity Inventory(CS
I)の欠損を除いた21,661人を分析対象とし
た。調査項目は、性別、年齢、喫煙、飲酒、
コーヒー摂取、身体活動、睡眠時間、日常の
ストレスと精神力のタイプ、CSIの25項目お
よび東洋医学に関する体質25項目であった。
その他、病院で診断された病気名を自由記
載とした。CSS有病はCentral Sensitivity 
Inventory日本語版＞＝40と定義した．CSS
有病と生活習慣、メンタルおよび体質はロ
ジスティク回帰モデルや一般線形モデル
（共分散分析）にて検討した。 
（倫理面への配慮） 
  本研究は獨協医科大学生命審査委員会

の承認を得て実施した。 
 
C. 研究結果 
一般住民全体の CSS 有病率(95％CI)は

5.4％（5.1-5.7）で、男性は 3.6％(3.2-4.1)、
女性は 6.3％(5.6-6.7)であった。ロジステ
ィック回帰分析では， 60-79 歳に比べて、
男女共に若い年代（20-39歳、40-59歳）の

CSS有病率のオッズ比が有意に高かった。一
方、80歳以上の女性における CSS有病率が
60-79歳のオッズ比が有意に高かった。CSI-
B に関する疾患を持つ者の CSS 有病者のオ
ッズ比（95CI）が 9.98（5.83-17.3）だった。
膝または股関節症や脊柱管狭窄症の病歴を
持つ者と CSS の疑い有病率との関連は有意
に認められた。それぞれの調整 OR(95%CI)は
3.70（2.49-5.5）と 2.41（1.16-4.98）であ
った。CSS有病者に関連する因子は、運動習
慣、睡眠時間、ストレス、精神力および体質
であった。 
 共分散分析により CSI 得点により正常

範囲（1-29 点）、軽度（30-39 点）、中程度
（40-49点）、重症（50-59点）、極度（60 点
以上）の５つの群おける東洋医学に関する
体質の「陽虚」「陰虚」「気虚」「気滞」「水毒」
の得点との有意な関連が認められた。 
 
D. 考察 

一般中民の中に CSI40 ポイント以上の
CSSの疑い有病者率は 5.4％であった。男性
により女性の方が有意に高く、3.6％ vs 
6.3%。調整 OR(95%CI)1.28(1.05-1.55)であ
ったことは国内外で初めて明らかにした研
究である。CSI-Bの疾患の他、慢性痛みを有
する疾患との関連が認められた。以上の結
果、CSS有病は一般集団に広く存在すること
が示唆された。 
多変量分析の結果、CSSの疑い者と生活習

慣のアルコール摂取（週１日以上）とコーヒ
ー摂取（週１日以上）、身体活動、睡眠時間、
ストレス及び精神力との関連は有意に見ら
れた。今回、横断的研究で因果関係とは言え
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ないが、慢性疼痛の疾患を保有しながら、生
活習慣の乱れ、メンタルヘルスの対処能力
の低下によって CSS に発生または増悪と関
連する可能性があると感がられる。今後、行
動療法などのアプローチの可能性があると
思われる。 

一方、東洋医学体質との関連は、CSSの代
替医療の可能性を示すデータで、今後、臨床
などさらなる研究が必要となる。 
 
E. 結論 
一般住民の CSS有病率は 5.4％が示され、

男性より女性の CSS有病率が高かった。CSS
は運動、睡眠、メンタルおよび東洋体質との
関連で、今後、CSS ケアに関するアプローチ
の可能性が示唆された。 
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